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6月27日（月）に始まった水泳学習。7月15日（金）までの期間中、各学年とも天気に恵まれ、

予定どおりにプールに入ることができました。保護者の皆様には、Home＆Schoolへの体温と健康

状態の入力にご協力をいただきましてありがとうございました。

昨年度と一昨年度の２年間水泳学習を実施しておらず、１～３年生は、初めての水泳学習でしたの

で、プールでのきまりを確認し、水に慣れることから始めました。水に顔をつけたり、潜ったり、浮

いたり、泳ぎ方を覚えたり、息継ぎが上手になって長い距離を泳げるようになったり…。子供たち一

人一人が、自分の目標に向かって取り組みました。

また、水の事故から身を守るための着衣泳も行いました。

水を吸った衣服は重くなるので手足が上手く動かないことを

体験しました。泳ぎが得意な人でも、着衣のままだとなかな

か思うように泳げなくなり、あわてて無駄な動きをしてしま

い、かえって体力を消耗してしまうことになります。水を吸

っても衣服は浮きやすいので、「慌てずに、浮いて、待つ」

ことが大事です。ペットボトルをお腹の上に抱えて浮くこと

を体験しました。上向きに寝た姿勢で、呼吸を確保しながら

浮く練習もしました。42日間の夏休み、水の事故がないよ

うにくれぐれも気を付けていきましょう。

7月４日（月）から、体育授業サポーターとして関根 慧先生が勝倉小学

校に来ています。水泳学習を中心にサポートしていただきました。メッセー

ジを紹介します。

９月にも、何時間か体育の授業をサポートしてくれますので楽しみにしていましょう。

子供たちが安全に水泳学習を実施できるよ

うに、先生たちは当番で、出勤後に①プール

の塩素濃度を測定し、必要に応じて塩素を入れる。②プール、プールサイド、管理棟内の点検をする。

③気温、水温を測定し、プール日誌と職員室黒板に記入する。ことを行ってきました。また、水泳学

習開始前には、子供たちの命と健康を最優先に、迅速かつ適切な対応を行うことができるようにする

ため「心肺蘇生法」について職員研修を実施しました。養護助教諭の野尻先生から説明を聞いたり、

DVDを視聴したり、校内の救急体制の確認と演習を行ったりしました。さらには、体育主任の國分

先生は、毎日プールに行き、様々な点検や確認等を行っていました。

安全に水泳学習を実施できる
ように、運営委員会の児童と体
育主任の國分先生とで6/23に
プール開きを行いました。

流通経済大学からまいりました、体育授業サポーターの関根 慧です。みな
さんと一緒に楽しく体育を学んでいきたいと思います。少ない時間ではありま
すが、仲良くしていただけたら嬉しいです。よろしくお願いします。


